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①
学
校
現
場
で
の
感
染
対

　
策
は
。

②
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び

　
を
す
る
た
め
の
工
夫
は
。

③
授
業
時
間
確
保
の
取
り
組
み

は
。

④
学
力
格
差
拡
大
の
懸
念
が
あ
る

な
か
で
の
対
応
は
。

①
学
校
現
場
で
は
、
手
洗
い
、
う

が
い
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
こ
ま
め

な
換
気
等
を
徹
底
・
継
続
し
て
い

る
。

　

登
下
校
時
は
、
一
列
に
な
り
マ

ス
ク
着
用
の
励
行
、
大
声
で
の
会

話
を
慎
む
等
の
指
導
を
行
っ
た
。

　

学
校
で
は
、
昇
降
口
に
密
集
し

な
い
、
窓
を
開
放
す
る
、
教
室
で

は
対
面
で
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

避
け
る
、
机
の
配
置
を
工
夫
す

る
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス

の
意
識
付
け
プ
レ
ー
ト
を
椅
子
の

間
に
貼
る
他
、
学
級
を
２
グ
ル
ー

プ
に
分
け
２
つ
の
教
室
で
行
っ
て

い
る
。

　

ま
た
、音
楽
科
で
の
歌
唱
指
導
、

技
術
・
家
庭
科
の
調
理
実
習
、
保

健
体
育
科
の
密
集
す
る
運
動
や
近

距
離
で
の
運
動
等
、
リ
ス
ク
の
高

（
学
校
教
育
担
当
課
長
）

問答

徳田　文治徳田　文治 議員議員

主体的・対話的で深い学びをするため
の工夫は

Q

コロナ禍における学びの
保障について

A

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
び

の
保
障
に
つ
い
て

今年度、児童生徒に一人一台タブレットを
配布

町
内
の
高
齢
者
が
、
買
い

物
や
通
院
の
心
配
を
す
る

こ
と
な
く
、
車
の
運
転
に
自
信
を

無
く
し
た
ら
、
た
め
ら
い
な
く
免

許
返
納
で
き
る
「
外
出
支
援
サ
ー

ビ
ス
」
の
実
現
は
、
本
町
に
と
っ

て
喫
緊
の
課
題
。

　
折
し
も
庁
舎
の
統
合
計
画
が
進

む
な
か
、
こ
の
計
画
と
高
齢
者
が

気
軽
に
自
宅
玄
関
か
ら
庁
舎
に
も

出
向
け
る
サ
ー
ビ
ス
を
並
行
し
て

進
め
な
い
と
、
庁
舎
統
合
は
住
民

の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
の
で
は
な

い
か
と
危
惧
す
る
。

　
甲
良
町
社
協
で
は
、「
買
い
物

送
迎
サ
ー
ビ
ス
」
と
し
て
、
ド
ア

ツ
ー
ド
ア
で
社
協
の
車
両
を
昼
間

利
用
し
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運

転
手
と
日
赤
奉
仕
団
員
を
添
乗
員

と
し
て
、
週
１
回
75
歳
以
上
の
高

齢
者
に
、
無
償
で
買
い
物
送
迎
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
さ
れ
て
い
る
。
好

評
の
た
め
、
こ
の
12
月
か
ら
午
前

１
便
、
午
後
２
便
運
行
さ
れ
、
希

望
者
に
は
役
場
や
金
融
機
関
に
も

寄
ら
れ
る
。

　
ま
た
同
町
で
は
、
15
年
前
か
ら

登
録
高
齢
者
に
対
し
、
彦
愛
犬
の

病
院
と
東
近
江
市
の
湖
東
記
念
病

院
へ
の
医
療
機
関
送
迎
を
、
町
が

町
で
は
コ
ロ
ナ
対
策
と

し
て
、
給
付
金
、
支
援

金
へ
の
上
乗
せ
や
、
エ
ー
ル
商
品

券
な
ど
独
自
施
策
を
展
開
さ
れ
て

き
た
。
そ
の
財
源
は
国
県
の
交
付

金
以
外
は
、
町
の
財
政
調
整
基

金
か
ら
の
繰
り
出
し
で
賄
わ
れ

る
が
、
昨
年
度
末
の
基
金
残
高

21
億
８
千
万
円
か
ら
今
年
度
ど
れ

来
年
度
の
町
独
自
の
コ
ロ

ナ
施
策
に
つ
い
て
。

町
内
東
部
を
横
断
す
る
国

道
３
０
７
号
は
、
平
成
25

年
10
月
の
湖
東
三
山
Ｓ
Ｉ
Ｃ
の
開

通
以
降
町
内
交
通
量
も
増
え
、
Ｓ

Ｉ
Ｃ
の
一
日
当
た
り
利
用
台
数
も

開
通
時
の
３
０
０
０
台
か
ら
現
在

は
４
５
０
０
台
を
超
え
る
ま
で
の

利
用
が
あ
る
。
近
年
は
ビ
ワ
イ
チ

ブ
ー
ム
で
、「
湖
東
三
山
館
あ
い

し
ょ
う
」
の
利
用
促
進
を
図
る
観

光
振
興
か
ら
し
て
、
三
山
館
を
拠

点
に
湖
東
三
山
を
巡
る
サ
イ
ク
リ

ン
グ
や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
Ｐ
Ｒ
が

重
要
と
考
え
る
が
、
そ
の
声
は
お

の
ず
と
小
さ
く
な
る
。

　
３
０
７
号
の
町
域
歩
道
は
、
他

市
町
の
整
備
状
況
か
ら
し
て
こ
こ

数
年
遅
々
と
し
て
進
ん
で
い
な

い
。
町
内
で
の
整
備
状
況
と
町
内

全
線
開
通
見
込
み
年
度
は
。

　

基
金
の
取
り
崩
し
は
、
約
１
億

５
千
万
円
と
な
る
見
込
み
で
あ

り
、
利
息
分
と
合
わ
せ
今
年
度
末

は
20
億
３
千
万
円
と
な
る
見
込

み
。

　

町
民
の
健
康
と
生
命
・
財
産
を

守
り
、
暮
ら
し
を
支
え
て
い
く
こ

と
が
何
よ
り
大
切
で
あ
り
、
来
年

度
予
算
編
成
方
針
の
も
と
で
、
コ

ロ
ナ
対
策
を
大
き
な
柱
と
し
て
い

る
。

　

町
社
協
の
空
き
車
両
を
移
動
支

援
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
運
営

で
き
な
い
か
、
町
と
社
協
が
話
し

合
っ
て
進
め
て
い
く
の
も
一
つ
の

方
法
と
考
え
て
い
る
。

　

歩
道
整
備
に
か
か
る
事
業
費

は
、
29
年
度
１
７
，９
０
９
千
円
、

30
年
度
１
８
，０
９
４
千
円
、
元

年
度
２
０
，３
２
４
千
円
。
整
備

延
長
は
３
年
間
で
２
０
０
．６
ｍ

で
あ
る
。
な
お
、
全
線
開
通
見
込

み
年
度
は
、
明
確
な
年
度
は
示
さ

れ
て
い
な
い
。

（
経
営
戦
略
課
長
）

（
町
長
）

（
福
祉
課
長
）

（
建
設
・
下
水
道
課
長
）

問

問

問

問

答答

答

答

す
ぐ
で
き
る
高
齢
者
外
出

支
援
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
を

国
道
３
０
７
号
に
か
か
る

歩
道
整
備
促
進
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

町
施
策
の
執
行
状
況
と

　
　
財
源
並
び
に
新
年
度

対
策
に
つ
い
て

社協の空き車両を利用した実証
実験を

Q

高齢者外出支援
サービスの実現を

ボランティア運営できないか検討も
一つの方法

A
村西　作雄村西　作雄 議員議員

歩道整備が待たれる国道307号（斧麿地先）

体育館での授業風景

有
償
運
送
の
許
可
を
取
り
、
個
人

負
担
３
０
０
円
（
湖
東
記
念
は

５
０
０
円
）
で
週
５
日
間
そ
の
運

行
を
社
協
に
委
託
さ
れ
て
い
る
。

　
買
い
物
や
通
院
、
行
政
機
関
等

へ
の
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
は
、
運
転

手
と
添
乗
員
を
確
保
す
れ
ば
町
直

営
で
も
、
あ
る
い
は
社
協
へ
支
援

を
す
れ
ば
で
き
る
事
業
で
あ
り
、

来
年
度
か
ら
の
実
証
実
験
と
し
て

の
事
業
実
施
を
求
め
る
。

だ
け
取
り
崩
し
、
最
終
的
に
今
年

度
末
に
お
い
て
基
金
残
高
は
ど
れ

く
ら
い
と
試
算
さ
れ
て
い
る
か
。

い
指
導
は
教
職
員
で
研
修
し
確
認

を
し
て
い
る
。

　

給
食
時
は
、
食
事
中
だ
け
で
は

な
く
配
膳
の
準
備
や
後
始
末
も
そ

れ
ぞ
れ
の
な
か
で
の
ル
ー
ル
を
徹

底
。
放
課
後
は
、
教
職
員
や
学
習

ア
シ
ス
タ
ン
ト
が
消
毒
の
徹
底
。

　

冬
場
は
、
暖
房
を
入
れ
換
気
を

十
分
に
す
る
と
共
に
、
全
教
室
で

加
湿
器
を
使
う
等
、
様
々
な
防
止

対
策
を
図
っ
て
い
る
。

②
新
学
習
指
導
要
領
実
施
に
伴

い
、
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学

び
を
小
・
中
学
校
で
進
め
て
い
る
。

　

グ
ル
ー
プ
学
習
や
ペ
ア
学
習
は

密
に
な
り
や
す
い
の
で
、
各
校
で

様
々
な
工
夫
を
し
て
い
る
。

　

あ
る
中
学
校
の
数
学
の
授
業
で

は
、
教
室
内
で
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ

ィ
ス
タ
ン
ス
を
確
保
の
う
え
、
ノ

ー
ト
や
レ
ポ
ー
ト
等
の
記
述
、
教

師
に
よ
る
行
動
観
察
か
ら
、
静
的

な
が
ら
も
主
体
的
に
学
習
に
取
り

組
む
態
度
の
評
価
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
深
い
学
び
に
つ
な
げ

る
発
問
や
、
課
題
解
決
に
向
か
う

学
習
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、

仲
間
だ
け
で
な
く
自
分
と
の
対
話

を
深
め
る
活
動
を
し
て
い
る
。

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
で
一

人
一
台
端
末
の
導
入
後
は
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
や
電
子
黒
板
を
使
い
協
働

学
習
が
可
能
な
こ
と
か
ら
、
密
を

避
け
て
の
主
体
的
・
対
話
的
で
深

い
学
び
が
期
待
で
き
る
。

③
子
ど
も
に
無
理
な
く
、
負
担
過

重
と
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
な
が

ら
、
夏
休
み
・
冬
休
み
の
長
期
休

業
期
間
の
短
縮
、
短
時
間
学
習
の

設
定
、
運
動
会
や
体
育
大
会
、
文

化
祭
等
の
行
事
の
精
選
・
短
縮
、

日
課
表
の
一
部
変
更
に
よ
る
学
習

時
間
の
確
保
、
放
課
後
学
習
等
に

よ
り
授
業
時
間
を
確
保
し
て
い

る
。

　

そ
の
う
え
で
指
導
す
べ
き
内
容

を
し
っ
か
り
指
導
で
き
る
よ
う
、

組
織
的
に
随
時
チ
ェ
ッ
ク
し
、
計

画
的
に
教
育
活
動
を
実
施
し
て
い

る
。
な
お
今
年
度
中
の
授
業
時
数

は
、確
保
で
き
る
見
込
み
で
あ
る
。

④
特
に
不
登
校
傾
向
に
あ
る
子
ど

も
、
生
活
リ
ズ
ム
が
乱
れ
が
ち
な

子
ど
も
、
学
力
の
定
着
に
時
間
を

要
す
る
子
ど
も
、
日
本
語
の
理
解

が
難
し
い
子
ど
も
等
、
配
慮
を
要

す
る
子
ど
も
に
対
し
て
は
、
十
分

に
子
ど
も
の
状
況
を
見
極
め
、
支

援
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

先
ず
は
、
生
活
リ
ズ
ム
を
確
立

し
、
家
庭
で
も
学
ぶ
姿
勢
を
持
た

せ
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

　

ま
た
、
子
ど
も
へ
の
声
掛
け
を

行
い
、
保
護
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
等
を
十
分
に
図
り
な
が

ら
、
子
ど
も
の
実
態
や
発
達
段
階

に
応
じ
て
、
主
体
的
な
学
び
に
つ

な
が
る
よ
う
支
援
し
て
い
る
。
重

層
的
な
課
題
の
あ
る
子
ど
も
に
対

し
て
は
、
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
で

学
習
指
導
を
進
め
、
苦
手
な
学
習

内
容
に
つ
い
て
も
理
解
が
深
ま
る

よ
う
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
各
小
・
中
学
校
へ
の

学
習
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
配
置
や
放

課
後
小
学
３
年
学
習
補
充
教
室

の
活
用
等
に
よ
り
、
学
力
格
差
が

生
ま
れ
な
い
よ
う
取
り
組
ん
で
い

る
。


